
参考様式A5（自己評価等関係）

～ 令和7年12月5日

（対象者数）
4

（回答者数）
4

～ 令和7年12月5日

（対象者数）
4

（回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
工程がさらに難しいものに挑戦し、利用者の自信に繋げられ

るようにする

2
地域活動に参加することでコミュニケーションの輪を広げて

いけるようにする。

3
長期休暇を利用し、難易度の高いアスレチックやボルダリン

グ等でより体を動かしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 催しがある際に積極的に参加できるようにしていく。

2

3

調理師免許を保持している職員が在中しており、クッキングに

おける手順等をより理解している。

指先を使うクッキングを活動に取り入れている。

クッキングでは、計る等の手順をホワイトボードに書き視覚的

な支援をしている。

グループ活動が多いため異年齢で関わる機会が多い。

様々な年齢の子と関わる機会を設け、コミュニケーションを

とっている。

小人数グループで取り組む際は、人数が少ないことで意見を

言いにくい利用者も発言が増えたり、大人数グループでは、

様々な意見を聞き、視野を広げられるようにしている。

運動場が併設されていたり、事業所の近くに公園がある。

隣接している広場や公園等の戸外活動では、体を動かしたり、

鬼ごっこや遊具をする時にルールを知り、守れるようにしてい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流が少ない。 開所したばかりなため。

令和7年11月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年12月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　はぴねすⅢ

○保護者評価実施期間
令和7年11月24日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


